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安
倍
晋
三
首
相
が
こ
の
夏
、
三
十
年
ぶ
り
と
な

る
衆
参
同
日
選
に
踏
み
切
る
か
ど
う
か
が
政
局
の

焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
四
月
十
四
日
か
ら
続
く
熊

本
県
や
大
分
県
で
の
地
震
の
影
響
で
、
見
送
り
の

観
測
が
強
ま
っ
た
が
、
こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
で

は
流
動
的
な
要
素
は
残
っ
て
い
る
。

　

首
相
は
、
被
災
者
支
援
や
被
災
地
の
復
旧
の
状

況
に
加
え
、
四
月
二
四
日
投
開
票
の
衆
院
北
海
道

五
区
補
欠
選
挙
の
結
果
、
さ
ら
に
経
済
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
通
常
国
会
の
会
期
末
直
前
の
五
月
下

旬
に
も
可
否
を
判
断
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

首
相
が
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
同
日
選
の
可
能
性
を

模
索
し
て
き
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

首
相
が
狙
う
の
は
、
長
期
政
権
を
見
据
え
た
政

権
基
盤
の
再
強
化
だ
。「
在
任
中
に
成
し
遂
げ
た

い
」
と
す
る
憲
法
改
正
の
実
現
に
向
け
て
、
衆
参

両
院
で
発
議
に
必
要
な
三
分
の
二
の
勢
力
獲
得
を

目
指
し
て
い
る
。

　

背
景
に
は
「
同
日
選
は
自
民
党
に
有
利
」
と
の

暗
黙
の
前
提
が
あ
る
。
①
過
去
二
回
の
同
日
選
は

い
ず
れ
も
自
民
党
が
圧
勝
し
た
②
衆
参
の
選
挙
を

同
時
に
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
専
念
す
る

野
党
を
分
断
で
き
る
―
と
い
う
理
屈
だ
。

　

た
だ
、
た
っ
た
二
回
の
歴
史
を
根
拠
に
す
る
の

は
弱
い
。
一
九
八
〇
年
の
大
平
正
芳
政
権
時
は
、

与
野
党
伯
仲
で
か
つ
自
民
党
内
で
主
流
派
と
反
主

流
派
の
抗
争
が
激
化
す
る
中
、
社
会
党
提
出
の
内

閣
不
信
任
決
議
案
が
ハ
プ
ニ
ン
グ
的
に
可
決
さ
れ

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
大
平
首
相
が
選
挙
戦
の

散 射 韻

う
に
な
っ
た
。
一
人
し
か
投
票
で
き
な
い
小
選
挙

区
で
「
死
に
票
」
に
し
た
く
な
い
有
権
者
は
与
党

に
投
票
す
る
が
、
比
例
代
表
で
は
、
自
分
の
好
み

に
あ
っ
た
選
択
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

仮
に
衆
参
の
同
日
選
挙
と
な
れ
ば
、
有
権
者
は

衆
院
の
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
に
加
え
、
参
院
の

選
挙
区
と
比
例
代
表
の
計
四
票
を
投
じ
る
こ
と
に

な
る
。

　

小
選
挙
区
で
自
民
党
政
権
を
選
び
つ
つ
も
、
比

例
代
表
や
参
院
選
で
投
票
先
を
多
様
に
変
え
、
自

民
党
を
大
勝
ち
さ
せ
な
い
よ
う
牽
制
的
な
投
票
行

動
を
取
る
有
権
者
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
安
全
保
障
関
連
法
施
行
に
伴
う

駆
け
付
け
警
護
な
ど
自
衛
隊
の
新
任
務
や
、
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
承
認
案
の
議
決
を

秋
以
降
に
先
送
り
し
た
。
来
年
四
月
の
消
費
税
率

一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
時
期
の
先
送
り
も
あ
り
得

る
。

　

国
民
的
に
不
人
気
な
政
策
を
選
挙
後
に
回
そ
う

と
い
う
本
音
が
見
え
る
。良
い
悪
い
は
別
に
し
て
、

選
挙
を
前
に
有
利
な
政
治
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
の
は
政
権
党
に
と
っ
て
は
常
識
で
も
あ
る
。

　

政
府
は
被
災
者
の
支
援
や
復
旧
復
興
に
全
力
を

注
ぐ
べ
き
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
野

党
は
衆
院
解
散
が
遠
の
い
た
と
思
わ
ず
、
安
倍
政

権
の
批
判
の
受
け
皿
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。前
回
一
四
年
の
電
撃
的
な
衆
院
解
散
に
慌
て
、

相
手
に
勝
利
を
献
上
し
た
教
訓
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

聖＞

さ
な
か
に
急
死
し
、
同
情
票
が
集
ま
っ
た
特
異
な

ケ
ー
ス
だ
。
野
党
の
虚
を
突
い
た
八
六
年
の
中
曽

根
康
弘
政
権
の
ケ
ー
ス
だ
け
を
一
般
化
す
る
の
に

は
無
理
が
あ
る
。

　

政
権
が
思
い
通
り
に
、
野
党
を
分
断
で
き
る
か

ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
参
院
選
の
一
人
区
で

は
野
党
共
闘
の
動
き
が
少
し
ず
つ
だ
が
広
が
っ
て

い
る
。
四
月
三
日
付
の
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、

三
十
二
の
一
人
区
の
う
ち
十
五
選
挙
区
で
民
進
党

と
共
産
党
を
中
心
に
し
た
野
党
の
候
補
者
の
一
本

化
が
確
実
に
な
っ
た
。
両
党
に
よ
る
協
議
が
進
ん

で
い
る
選
挙
区
も
十
あ
る
と
い
う
。

　

二
〇
〇
七
年
の
参
院
選
の
一
人
区
で
自
民
党
が

六
勝
二
十
三
敗
と
惨
敗
し
た
こ
と
が
、
第
一
次
安

倍
政
権
の
崩
壊
の
引
き
金
に
な
っ
た
こ
と
は
、
首

相
自
身
が
よ
く
覚
え
て
い
る
は
ず
だ
。

　

野
党
協
力
の
進
展
だ
け
で
は
な
い
。
安
倍
政
権

に
対
す
る
国
民
の
不
満
も
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　

自
民
党
議
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
失
言
・
暴
言
や
不

倫
騒
動
、
報
道
機
関
へ
の
圧
力
め
い
た
言
動
、
元

閣
僚
を
め
ぐ
る
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
…
。「
安
倍

一
強
」
の
中
で
、
お
ご
り
と
緩
み
が
目
立
っ
て
い

る
。
政
策
面
で
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
実
感

で
き
な
い
と
い
う
声
が
地
方
で
は
多
数
派
と
な
っ

て
い
る
。

　

近
年
の
衆
院
選
で
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
で

違
う
政
党
に
投
票
す
る
「
ス
プ
リ
ッ
ト
・
ボ
ー
ト
」

（
割
れ
た
投
票
）
と
い
う
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
よ

衆参同日選がなかったとしても…


